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ご指導の全体像

授業 コミュニケーション英語Ⅱ

レシテーション
テスト

→ 詳細はお取り組み①

学校情報

指導で大切に
されていること

東京都立青梅総合高等学校
【公立】単位制・総合学科 【進学実績】大学・短期大学57％、専門学校等30％、就職7％（2019年度卒業生）

✓ 英語嫌いをつくらないための「スモールステップ」な授業・評価設計

✓ 「タスクの意義」を生徒全員に伝えるための通信発行

✓ 「オーセンティックな素材」を扱い、言語＋αの学びを持たせる

学 年：第２学年

内 容：コミュニケーション英語Ⅱ

東京都立青梅総合高等学校｜お取組み事例

行事

1分間スピーチ スキット発表 Show＆tell
レシテーション

コンテスト評価

TGG* グアム修学旅行

STEP2：1学期末 STEP3：2学期中間 STEP4：2学期末 STEP5：学年末

→ 詳細は
お取り組み②

→ 詳細は
お取り組み③ STEP1：1学期中間

✔定期考査に合わせ、パフォーマンステストを実施（評価の割合はSpeakingが30～40％程度）
✔行事、指導と連動させながら、パフォーマンステストのレベルが徐々に上がっていく設計

*TOKYO GLOBAL GATEWAY
（ https://tokyo-global-gateway.com/personal/whatistgg/ ）

https://tokyo-global-gateway.com/personal/whatistgg/
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Benesse東京都立青梅総合高等学校｜お取り組み①

タイトル

目的

活動内容

効果

ワードカウンター*を用いたSmall Talk
*ペアワークなどで相手の話した英語の語数を数え記録していく活動

活動のポイント

✓ 自分の話せた語数の成長が見える化されることにより、積極的に英語を話す
生徒が増える

✓ 4技能試験のスピーキングテスト対策としても有効

週に1度、毎回全クラス共通テーマ（生徒の日常活動や行事に関連付けたも
の）でSmall Talkを実施。WPMを毎回記録していき、一言コメントを記入。

■ワードカウンター（右写真）
ペアの人が英語を話す際に数字部分をなぞりながら
語数をカウントし、1分間で話せた語数を記録
（WPM）。 「GTEC」結果や生徒の様子を踏まえ、
2年次1学期の全体目標を50/WPMと設定し、取
り組ませた。

■Small Talkの約束事
①間違いを恐れず話すことができる温かい雰囲気を
作ること
②誰とペアになっても積極的に取り組むこと
③決められた時間内は、全員英語しか話さないこと

目安時間：５～10分

指導場面：授業中

R L W S

数字部分をなぞり、
カウント

終了後に振り返り、
一言コメントを記入

文法的な間違いを恐れず、英語を楽しく話すことに慣れさせる
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教科書内容の音声を５～６回流し、Listeningのみで本文の概要をつかむ活
動、穴あきプリントを使った音読、リテリング活動* など

東京都立青梅総合高等学校｜お取り組み①

タイトル

目的

活動内容

効果

教科書を使ったスピーキング、リスニング活動

*キーワードや絵をヒントに英文を再構成して「話す」活動

活動のポイント

✓ Listeningのみの本文理解や音読の早読みなど、ゲーム的な要素を取り入
れることで楽しく英語を学ぶ授業を作れる

✓ スピーキング力、リスニング力に加え、思考力が身につく

■リテリング
絵を見た後に、2～3分程度、準備時間を
取りキーワードを右枠に書き出してからリテリ
ング活動を行う

目安時間：40分

指導場面：授業中

R L W S

教科書を素材とし、スピーキング力、リスニング力を高める

■穴あきプリント
サイトトランスレーションや音読活動を様々な
バリエーションで行う

■Listening
本文内容に入る前にListeningのみで本文を
どれだけ理解できるかをチェック
→プリントにキーワードを書きだし、内容を推測
し、ペアで共有（ゲーム要素を取り入れる）
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Benesse東京都立青梅総合高等学校｜お取り組み②

タイトル

目的

活動内容

効果

グアム修学旅行での英会話活動と事前準備

活動のポイント

✓ ネイティブとの自発的な交流を促すことができる
✓ 1学期のパフォーマンステストと連動させることで、授業と実践の結びつきを実

感させることができる

Basic Question, Original Questionを現地で行い、返答を書く、自分の
Episode Talkを話す

目安時間：５～10分

指導場面：授業中

R L W S

グアムにある姉妹校の生徒との交流を通して、英語での実際のコミュニケーション
を経験する

Original 
Questionを自分
で設定し、聞いた

返答を書く

1学期末のパ
フォーマンステスト
「1分間スピーチ」
で話した内容を
Episode Talkと
して記載しておき

話す

Basic Question
聞き、返答を書く

交流の感想を英
語で書いて提出
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タイトル

目的

活動内容

効果

パフォーマンステスト STEP1 「レシテーションテスト」

パフォーマンステストへの垣根を低くし、英語を話すことに慣れさせる

活動のポイント

✓ 1対1なので、生徒へのプレッシャーを最小限に抑え実施ができる
✓ 暗記のために何度も音読をするので、年度初めに音読習慣を身につけられる

教科書のレシテーションテストを教員*と1対1で行う ▶ 優秀者はクラス発表

時期：1学期中間

指導場面：授業中

東京都立青梅総合高等学校｜お取り組み③ R L W S

①暗唱文は教科書のLesson１の1セク
ションを少し短くしたもの

②日本語訳と各文の最初のアルファベット
が記載されている「お助けプリント」の使用
OK（使用した場合は減点）

③教員と１対１で実施

→パフォーマンステストへのハードルを下げる

*クラスを日本人教員とJETで半数に分けて実施

▲お助けプリント（日本語訳と各文の最初のアルファベットを記載）
ほとんどの生徒が本番は使用せず、暗記していた。
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タイトル

目的

活動内容

効果

パフォーマンステスト STEP２ 「1分間スピーチ」

海外やネイティブスピーカーと話すときに語れる「持ちネタ」を１つ持たせる
添削を重ねることで、パラグラフライティングの基礎を固める

活動のポイント

✓ 自分で考え、英語で発表することでパラグラフライティングとプレゼンテーションの
基礎ができる

上限を2分とし、テーマは自由（ボランティア、環境問題、今年の目標、行事な
ど）とし、教員と1対１で行う ▶ 優秀者はクラス発表

時期：1学期期末

指導場面：授業中

R L W S東京都立青梅総合高等学校｜お取り組み③

■テーマ設定
自由設定としたが、自分の自己紹介につなが
る内容（好きなバンドや歌手、取り組んでい
るスポーツなど）を設定した生徒が多かった

■原稿作成
生徒個人が原稿を書き、教員が2回ほど添
削を行う。
※添削する際は、細かい文法間違いをすべて
修正するのではなく、意味が正確に伝わること
を重視。

■教員と１対１
クラスを日本人教員とJETで半数に分けて実
施し、評価項目はPreparation、Fluency、
Pronunciation＆Intonation、Contents
４観点で設定。
※自分の設定したテーマに対し、自由に長く深
く話せることを目標としたため、文法事項につい
ては採点事項から外した

■優秀者はクラス全体発表

①準備 ②本番
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タイトル

目的

活動内容

効果

パフォーマンステスト STEP３ 「スキット発表」

TGG *の振り返りとグアム修学旅行への事前学習として、具体的なシチュエー
ションでの会話力と表現力を高める

活動のポイント

✓ TGGですでに学んだ内容が生かせるグループ活動のため、英語が苦手な生徒
も取り組みやすく、積極的に英語に触れる機会となる

✓ 行事・指導・評価が一体となり、生徒の会話力・表現力の強化ができる

TGG で学んだことを生かし、3人１グループでスキット発表 ▶優秀作品を選考
し、後日全クラスで上映

時期：2学期中間

指導場面：授業中

R L W S

■場面・配役設定
TGGで学んだことを生かし、ホテル・関税・ショッ
ピング・レストランなど具体的な場所を6つ程度
提示し、グループごとに選択させる。役は自由に
設定可能だが、台本には「必ず１つ問題が発
生する」という条件を課している。

■英文作成・練習（台本例を次頁に掲載）
TGGの模倣ではなく、グアム修学旅行を想定
して作成させる。なかなか進まないグループは教
員がサポートに入り、台本は教員がすべてチェッ
クする。

*TOKYO GLOBAL GATEWAY（ https://tokyo-global-gateway.com/personal/whatistgg/ ）

■各クラスで発表
教員は、Preparation＆Contents、Fluency、
Pronunciation＆Intonation、Delivery
（Gesture、Voice、Eye contact)
の4項目を評価。採点のための見直しと後日上映
用に全グループ分、ビデオ撮影。

東京都立青梅総合高等学校｜お取り組み③

◀発表中の様子

①準備（授業3コマ） ②本番

https://tokyo-global-gateway.com/personal/whatistgg/


7

©Benesse Corporation.

Benesse東京都立青梅総合高等学校｜お取り組み③

スキット台本例

必ず１つ問題が
発生する設定

評価基準（教員共有用）

※本番発表の書き
起こしのため表現の

間違いなどあり
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タイトル

目的

活動内容

効果

パフォーマンステスト STEP４ 「Show＆Tell」

グアム修学旅行の振り返り、プレゼンテーション力を高める

活動のポイント

✓ 「相手に伝わる」表現力・プレゼンテーション力を高められる
✓ 行事で学んだことを自分の力で英語で表現し、人前で英語で発表することに

より自分の英語に自信が持てるようになる

グアム修学旅行で撮影した写真を用いてポスターを作成し、1対クラスでプレゼン
テーションを実施 ▶優秀作品のポスターを学年廊下に展示

時期：2学期末

指導場面：授業中

R L W S

①自分で撮影した写真をあらかじめ印刷し持参
②授業内でポスターと発表原稿の作成
③原稿は事前に教員が添削

→自分が撮影した写真をもとに発表準備をする
ので、何をすればよいか分からない生徒はほぼ
いない状態で準備を進められる。

■各クラスで1人1分半で発表
＜発表例＞
・グアムで訪れた場所や食べ物について
・戦争やグアムと日本の関係性について

■優秀作品を学年廊下にポスター展示

東京都立青梅総合高等学校｜お取り組み③

①準備 ②本番

生徒からの人気投
票を行うことで、次
回パフォーマンステス
トへのモチベーション
にもなった。
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Benesse東京都立青梅総合高等学校｜お取り組み③

タイトル

目的

活動内容

効果

パフォーマンステスト STEP５ 「レシテーションコンテスト」

歴史に残る素晴らしいスピーチに触れながら、発音・プレゼンテーション力を高める

活動のポイント

✓ ある程度の長さのオーセンティックな英語を聞くことに慣れる
✓ 人の心を動かすような素晴らしいスピーチの内容を学ぶことで、より英語への関

心が増す

歴史に残る名スピーチ3題から生徒自身が感銘を受けた1題を選択し、各クラス
で予選 ▶各クラス2名を目安に選抜し、学年全体の本選（2020年度は新型コロナの影響で実施なし）

時期：3学期末

指導場面：授業中

R L W S

■題材（選定のポイント：歴史に残る素晴らしいスピーチを生徒が学べるように）
①Martin Luther King Jr. “I have a dream”（長さ：短、難易度：高）
②Steve Jobs “Stay Hungry, stay foolish” （長さ：長、難易度：中）
③Malala Yousafzai “Let’s begin this ending.” （長さ：中、難易度：易）

■練習
50分授業のうち、題材で3グループに分割し、
10～15分交代で発音、内容を指導

グループ１：日本人教師
グループ２：JET
グループ３：個人練習

①発音指導をしながら、ペアでサイトトランスレー
ションを行い、意味を1文ずつ確認させる→内容を
理解した上で発音すると次のフレーズがスムーズに
出てくる

②個人練習の際はYouTubeなどで本人の動画
を見て練習させる→本人のイントネーションや間
の空け方を真似て聞きやすい発表になる
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Benesse東京都立青梅総合高等学校｜お取り組み③

生徒配布プリント～レシテーションコンテスト 実施意義と練習の仕方について～


